
［定員］30人（参加費無料）
［プログラム］
 （１）開会・趣旨説明「これまでの対話の実施報告」
 （２）トークセッション「いま取り組んでいること・これから取り組みたいこと」
　　　・今野 寛之さん　（網走漁業協同組合 青年部長）
　　　・花田 翔二郎さん（合同会社 ALOP）
　　　・山本 正樹さん　（西網走漁業協同組合 青年部長）
 （３）参加者同士の意見交換「流域の環境保全や人材育成、産業連携について」
　　　　※少人数のグループで行います
 （４）ふりかえり・閉会
［お申し込み］
　　EPO北海道イベントページ（ https://epohok.jp/event/15962 ）の
　　お申し込みフォームをご利用ください。フォームが利用いただけない場合は
　　チラシ裏面を用いてファックス、または下記メールアドレスまで、「お名前」
　　「ご所属」「ご連絡先（電話番号・メールアドレス）」をお知らせください。
［お申し込み・お問い合わせ先｝
 　　環境省北海道環境パートナーシップオフィス（EPO北海道）担当：溝渕
　　〒060-0042　札幌市中央区大通西５丁目　大五ビル７階
　　TEL：011-596-0921　FAX：011-596-0931　E-mail：epoh-webadmin@epohok.jp

（写真左・１枚）2021.11.20　意見交換会
（写真右・３枚）
　    2022.9.3　学習交流会
　    ※道東テレビ制作記録
　　  （YouTube）

［日時］令和４年11月20日（日）13:30～15:30（開場  13:00）
［会場］流氷硝子館（網走市南４条東６丁目）２階
［主催］環境省北海道環境パートナーシップオフィス、網走川流域の会

網走川流域で取り組まれてきた漁業者と農業者・酪農家の連携は、地域や立場を超えた、自然環境の保
全、人材育成も視野に入れた先進的な取り組みとして注目されています。流域各地で様々な試みが生ま
れ、一次産業と体験や学習をつなぐ取り組み、環境調査やエコツーリズム等も展開されています。この
ように環境、経済及び社会がつながる動きを、流域全体の持続可能性の向上に、さらに生かしていくた
めにはどのようにすればよいのか、流域全体のビジョンや連携・協働を考える対話の場を開催します。 

地域循環共生圏づくりに向けた

網走川流域みらい会議

イベントページ

https://epohok.jp/event/14167
mailto:epoh-webadmin@epohok.jp
https://www.youtube.com/watch?v=k6uAJ7BTg1M
https://epohok.jp/event/15962


お名前

ご所属

ご連絡先

網⾛川流域�みらい意⾒会議（11/20）に参加します。   � ���お申し込み⽇（  ⽉  ⽇�）

EPO北海道 ファックス番号 ０１１−５９６−０９３１

新型コロナウイルス感染症対策について�
�
○ご参加される皆さまには、以下の新型コロナウイルス感染症対策の徹底をお願いします。�
 ・会場内でのマスクまたはフェイスガードの着⽤�
 ・こまめな⼿洗い・⼿指の消毒及びせきエチケットの徹底�
 ・会場に出⼊りする際などにおける、密集を避けた⼗分な距離の確保�
 ・登壇者・会場参加者間での会話の際は、可能な限り真正⾯を回避�
 ・事前の体温計測・ご⾃⾝の体調の確認�
�
○会場では、以下の新型コロナウイルス感染症対策を実施します。�
 ・会場⼊り⼝での消毒液の設置�
 ・会場内のこまめな換気�
 ・⼈が密集しない会場設営�
�
※発熱や⾵邪等の症状がある場合は、ご参加をお控えいただけますようお願いいたします。
 また参加者の⽅の中で、本意⾒交換会終了後の１か⽉程度の間に新型コロナウイルス感染症に
 感染されたことが判明した場合は、環境省北海道環境パートナーシップオフィスまで迅速に
 ご連絡いただきますようお願いします。�

※厚⽣労働省「新しい⽣活様式」をご確認の上、お越しいただくようお願いします。�
 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html�


